
準
備
チ
ー
ム
・
準
備
室
を
設
置

国

土

交
通
省
水
道
整
備
・
管
理
行
政
移
管
へ

国
交
省
Ｇ
Ｘ
の
取
り
組
み
加
速

住
宅
・
建
築
物
・
下
水
道
分
野
で

国
土
交
通
省
は
５
月
１９

日
、
水
道
整
備
・
管
理
行
政

の
円
滑
な
移
管
に
向
け
て
本

省
に
準
備
チ
ー
ム
、
地
方
整

備
局
な
ど
に
準
備
室
を
設
置

す
る
と
発
表
し
た
。
チ
ー
ム

長
に
は
高
橋
謙
司
大
臣
官
房

総
括
審
議
官
が
就
任
す
る
。

水
道
行
政
の
移
管
に
つ
い

て
は
昨
年
秋
に
政
府
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
本
部
が
厚
生
労
働
省
所
管

の
水
道
関
連
業
務
を
国
交
省

と
環
境
省
に
移
管
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
た
。
厚
労

省
の
業
務
範
囲
を
縮
小
し
、

感
染
症
対
策
や
社
会
保
障
、

雇
用
対
策
な
ど
に
集
中
さ
せ

る
の
が
狙
い
だ
。

こ
の
た
め
水
道
行
政
の
移

管
を
盛
り
込
ん
だ
「
生
活
衛

生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化

の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
案
」
が
通
常

国
会
で
審
議
・
成
立
し
、
来

年
４
月
１
日
か
ら
新
体
制
に

移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

水
道
法
な
ど
で
定
め
ら
れ
た

行
政
事
務
の
う
ち
水
道
の
整

備
・
管
理
は
国
交
省
、
水
道

水
質
基
準
の
策
定
・
管
理
は

環
境
省
の
所
管
と
な
る
。

国
交
省
は
所
管
し
て
い
る

下
水
道
と
併
せ
て
上
下
水
道

行
政
を
一
手
に
担
う
こ
と
に

な
り
、
と
く
に
老
朽
化
し
た

施
設
の
更
新
や
災
害
対
応
の

迅
速
化
・
高
度
化
な
ど
に
一

段
と
拍
車
を
か
け
る
見
通
し

だ
。
本
省
に
加
え
、
一
部
の

事
務
を
地
方
整
備
局
な
ど
が

担
当
し
、
下
水
道
行
政
を
担

う
水
管
理
・
国
土
保
全
局
に

水
道
担
当
部
署
を
設
け
る
方

向
で
組
織
的
な
調
整
を
進
め

て
い
く
。

５
月
２３
日
に
発
足
す
る
水

道
整
備
・
管
理
行
政
移
管
準

備
チ
ー
ム
で
は
大
臣
官
房
技

術
審
議
官
と
水
管
理
・
国
土

保
全
局
下
水
道
部
長
が
チ
ー

ム
長
代
理
を
務
め
る
。
ま
た

厚
労
省
の
医
薬
・
生
活
衛
生

局
水
道
課
長
と
環
境
省
の
水

・
大
気
環
境
局
水
環
境
課
長

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

加
す
る
。

水
道
工
事
業
者
な
ど
で
組

織
す
る
全
国
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
（
藤
川
幸
造
会

長
）
は
今
回
の
水
道
行
政
の

全
面
的
移
管
に
あ
た
っ
て
関

係
予
算
・
担
当
人
員
が
十
分

に
確
保
さ
れ
る
よ
う
国
交
省

や
自
民
党
水
道
事
業
促
進
議

員
連
盟
な
ど
に
強
く
要
望
し

て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
５
月
１０
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
幹
部
会
議
室
で
第
５
回
「
グ
リ
ー
ン
社

会
実
現
推
進
本
部
」
（
本
部
長
・
斉
藤
鉄
夫
国
交
相
）
を
開
催
し
た
。
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
の
実
現
に
向
け
た
政
府
の
基
本
方
針
を
踏
ま
え
、
必
要
な
予
算
措
置
や
新
た
な
法
制
度
を
め
ぐ
っ
て
活

発
な
意
見
交
換
を
繰
り
広
げ
た
。
関
係
府
省
や
産
業
界
と
連
携
を
強
化
し
、
住
宅
・
建
築
物
・
下
水
道
な
ど
の
各

分
野
で
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
い
く
。

昨
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、

脱
炭
素
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
安
定
的
確
保
が
世
界
的
な

重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
政
府
は
脱
炭
素
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
定
供
給
・
経

済
成
長
を
同
時
に
実
現
す
る

「
Ｇ
Ｘ
実
現
に
向
け
た
基
本

方
針
」
を
今
年
２
月
に
閣
議

決
定
し
た
。
ま
た
「
脱
炭
素

成
長
型
経
済
構
造
へ
の
円
滑

な
移
行
の
推
進

に
関
す
る
法
律

案
」
（
Ｇ
Ｘ
推

進
法
）
を
今
国

会
に
提
出
し
、

速
や
か
な
成
立

を
め
ざ
し
て
い

る
。こ

う
し
た
状

況
を
背
景
に
国

交
省
は
国
交
相

を
本
部
長
と
す

る
推
進
本
部
を
設
置
。
副
大

臣
２
名
を
副
本
部
長
と
し
て

政
務
官
、
事
務
次
官
、
審
議

官
、
各
部
局
長
な
ど
同
省
幹

部
が
一
丸
と
な
っ
て
全
省
的

な
取
り
組
み
を
強
化
・
推
進

し
て
い
る
。

当
日
の
会
合
で
は
副
本
部

長
を
務
め
る
石
井
浩
郎
国
土

交
通
副
大
臣
が
冒
頭
あ
い
さ

つ
に
立
ち
「
わ
が
国
は
温
室

効
果
ガ
ス
を
実
質
ゼ
ロ
に
す

る
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成
に
向
け
て

着
実
に
体
制
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
国
会
に
提
出
し
た

Ｇ
Ｘ
推
進
法
は
近
日
中
に
可

決
す
る
見
通
し
だ
。
こ
れ
に

よ
り
Ｇ
Ｘ
経
済
移
行
債
の
発

行
が
可
能
と
な
り
、
１０
年
で

２０
兆
円
の
対
策
費
を
確
保
で

き
る
。
２
０
２
６
年
に
は
企

業
の
排
出
量
取
引
制
度
も
本

格
化
す
る
。
当
省
の
英
知
を

結
集
し
、
経
済
社
会
シ
ス
テ

ム
全
体
の
変
革
に
貢
献
し
た

い
」
と
述
べ
、
積
極
的
な
取

り
組
み
を
促
し
た
。

続
い
て
各
部
局
が
Ｇ
Ｘ
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
説
明
。

住
宅
・
建
築
物
分
野
で
は
Ｚ

Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）
や
Ｚ
Ｅ

Ｂ
（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ル
）
の
普
及
促
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
築

住
宅
を
含
む
省
エ
ネ
基
準
へ

の
適
合
義
務
化
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。
下
水
道
分

野
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し

た
革
新
的
技
術
の
導
入
な
ど

を
促
進
す
る
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

会

長
藤
川
幸
造
氏

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技
術
振
興
財
団

理
事
長
岡
澤
和
好
氏

４

５
面
に
特
別
対
談

推進本部で活発な意見交換

石井副大臣
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